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献 辞

中居文治教授 ぽ,.1999年12月17日 に63歳 の誕生 日を迎えられ,2000年3月31

日をもって本学を退官されることにな りました。

中居教授は,1961年3月 に京都大学経済学部を卒業され,引 き続き大学院経

済学研究科で研鑽 を積まれ,1966年4月 に名古屋市立大学経済学部の講師とし

て着任され,そ の後助教授,教 授 として教育 ・研究に長 く携わってこられま し

た。1990年4月 に京都大学経済学部の会計学講座の教授 として転任され,ち ょ

うどユ0年間,本 学で教育 ・研究活動に尽力 してこられました。

中居教授のご研究は多岐にわたっていますが,と くに価格変動会計,と りわ

け貨幣価値変動会計を主要な領域 として行われ,数 多 くの論文がその成果とし

て発表されています。教授の最大の研究課題は価格変動にともなう企業会計の

影響を財務 諸表上で検証 し,そ の意味を導出す ることにあ りました。そのため

に独自の貨幣価値変動修正計算定式が考案され,こ の定式に実際データを適用

してコンピュータによる膨大な量の修正計算が行われました。 しか もこの修正

計算は 日本,ア メリカ合衆国,ド イツ,イ ギリスの上場企業の財務諸表累計

データについての四力国の比較研究のほか,イ ンフレーションの国民経済部門

への影響検証やシミュレーションにまで及んでおり,日 本はもとより世界的に

も例をみないユニ「.クかつ優れた研究であ ります。すでに会計学会などで高㌧、・

評価を受けています。また,会 計理論学会幹事 ・常任幹事を歴任されるなど,.

わが国の会計学の発展と革新に貢献されてきました。

他方,中 居教授 は,研 究と教育にとどまらず,行 政面におきまして も,経 済

学部経営学科長の重責を果たされるなど,本 学および本大学院経済学研究科 ・

経済学部の発展のために多大の貢献をなされました。

京都大学経済学会は,中 居教授の多年にわたるご功労 とご業績に対 して,心

か らの敬意 と感謝の気持ちをこめて,こ こに 「経済論叢」の記念号を編集いた
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しました。中居教授のご指導を受けられた研究者を中心にして,会 計学に関連

する論文を編んでお贈 りできますことは,わ た くしどもにとらてもこの上ない

喜びであ ります。

中居教授が,今 後 ともますますご健康で,学 界の泥め,ま た広 く社会のため

に ご活 躍 くだ さ い ま す こ とを,心 か ら お祈 り致 します 。

1999年12月 工日.

京都大学大学院経済学 研究科 長 西 村 周 三
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